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全国大会予選会バトラー募集! 
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今年の決戦舞台は大阪 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学生アドバイザー通信 
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・研究倫理講演会参加記 
 
 
 
 
 
 
 
・アドバイザー七夕企画 ～7/7 
         
図書館員おすすめの図書1冊 
 『蜜蜂と遠雷』 
      恩田陸著 幻冬舎 
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城西大学水田記念図書館報 
 私は無類の本好きである。自宅には身長を超える本棚が十数竿。文庫本は表と
奥に二重に並べられ、さらにその上に平積み状態になっており、手持ちの本だけ
で数万冊は下らない。最近はできるだけ電子書籍に切り替えているため、本の重
量で床が落ちる心配はとりあえずなくなったが、私は本に耽溺していると言って
過言ではない。幼い頃体が弱く、寝ながらできる唯一の楽しみが絵本を読むこと
であった。その後、児童文学から成人文学への切り替わりの危機や、翻訳・古典
の違和感を乗り越え、今や読書は就寝前の儀式と化している。 
 本棚に並んでいる本は多岐にわたる。伊坂幸太郎や有川 浩、三浦しをんと
いった現代小説もあれば、太宰 治、芹沢光治良、井上 靖といった既に鬼籍に
入った作家の本や、源氏物語や三国志のような古典もある。塩野七生の『ローマ
人の物語』や井沢 元の『逆説の日本史』、ヒトラーの『我が闘争』も並べば、
京極夏彦の妖怪話や和風SF八咫烏シリーズ、時代小説やショートショート、ノ
ンフィクション、宗教本、戦記、旅行本、神話も欠かせない。推理小説はホーム
ズ、ポアロに始まって本格派、社会派、新本格派、バイオレンスもの、スプラッ
タものと枚挙にいとまがないが、その隣には『赤毛のアン』シリーズが、その向
こうにはホーキングの宇宙論や『宮大工千年の知恵』、松下幸之助の著書が見え
隠れする。もちろん漫画も大好きで、『進撃の巨人』の新刊を心待ちにしてい
る。私の読書は完全に雑食、それも食い散らかすように読み漁るスタイルであ
る。 
 大学生の頃の読書は逃避の手段だった。ご多分に漏れず、高すぎるプライドと
低すぎる実力との間で苦悩する学生だった私は、本を読むことによって、現実か
ら時空を超えた別世界へ逃れ、自らを慰めていた。現在の学生がオンラインゲー
ムにハマることと、その意味に大差はない。ただ、読書にはゲームにはない効能
が存在する。これだけ雑読していると、絶対的な真理など存在せず、立場や時
代、場所が変われば同じ事象が正答にも誤答にも成り得るとの思いに至る。自分
の執着は無意味なばかりか、自ら課した軛に過ぎず、そこから解き放たれれば、
自分にも他人にも寛容になれる。「悩める学生よ、本を読め！」何でも良いから
少しでも気になるものに片っ端から手を出すのである。そこには解答はないかも
しれないし、そもそも問題などないと気付くかもしれない。人生は楽しむために
あるもの。そして読書はスコブル楽しい。 
悩める学生よ、本を読め！  
                薬学部 教授 図書館選書委員 畑中朋美 
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 ビブリオバトル専用ページ： http://libopac.josai.ac.jp/bibliobattle.html 
 
 
「全国大学ビブリオバトル2018予選会～大阪決戦～ 城西大学」 
★日時：  10月5日(金) 15:10～ 
★会場：  城西大学水田記念図書館 
★発表者参加資格： 学部生、短大生、大学院生 
 （個人・学部代表・ゼミ代表・研究室代表、他大学の学生） 
★参加応募先： 図書館カウンター 
   または library1＠josai.ac.jp  
★応募締切：  8月6日(月) 
How to Bibliobattle 
Ｑ１． ビブリオバトルとは？ 
Ａ１． 制限時間5分間でおすすめの本を紹介しあう書評ゲーム。 
 観客は一番読みたくなった本に投票し「チャンプ本」を決めます。  
 公式ルール 
 ①発表参加者が読んで面白いと思った本を持って集まる。 
② 順番に一人5分間で本を紹介する。 
③ それぞれの発表の後に参加者全員でその発表に関するディスカッション
を2～3分行う。 
④全ての発表が終了した後に「どの本が一番読みたくなったか？」を基準
とした投票を参加者全員一票で行い，最多票を集めたものを『チャンプ
本』とする。 
 (①～④：全国大会公式ページ http://zenkoku.bibliobattle.jp/ より) 
 
Ｑ２． 城西大学の学生が全国大会の決戦に出場したことはあるの？ 
Ａ２． 過去2回出場しています。 
 ★2016年度 京都決戦 …薬学科4年(当時) 高橋さんが準決勝に出場。 
  発表本：『猫を抱いて象と泳ぐ』小川洋子著．文藝春秋 
     2009.1（913.6//O24） 
 ★2014年度 京都決戦 …経営学部3年(当時) 鈴木さんが準決勝に出場。 
  発表本：『ミッキーマウスの憂鬱 (新潮文庫)』松岡圭祐著．新潮社 
     2008.9（913.6//Ma86） 
  
Ｑ３． どんな風に発表しているのか動画で観てみたい！！ 
Ａ３． 水田記念図書館主催の過去大会の模様
が観られます。(図書館ホームページ 
 の専用バナーより視聴可能) 
 
Ｑ４． どうすれば出場できるの？ 
Ａ４． 下記へお申し込みください。全国大会 
 の学内予選会にエントリーできます。 
 
全国大会の流れ 
 
 
 
学内予選会 関東地区決戦 全国決戦 
予選ブロックのチャンプが進出。 各地区決戦のチャンプが 
グランドチャンプ本をかけて戦います。 
 ゼミ単位での参加も歓迎♪ 
ゼミ担当の先生に相談して 
みてください 
アドバイザー通信 
 
アドバイザー通信 
学生アドバイザーからの情報・お知らせを発信します 
第15回ライブラリーラウンジ「問題解決ストーリー」 
●講師： 馬場 純一 氏 (図書館地域アドバイザー) ●主催： 学生アドバイザー 
●日時：2018年6月6日 ●会場：図書館5階 ●参加：72名  
 今回お聞きした内容は、どれも社会に出てからは必須のス
キルであり、日常生活でもすぐに活用できることばかりでし
た。そこで、当日参加できなかった方のために、その内容を
私なりにまとめてみました。 
 講師の馬場さんによると、まず、問題というのはすでに見
えているものと、直面しているけれど気づいていないものが
あるとのことでした。私たちが見ているのは湖の水面であ
り、水面下の状況はわかっていません。そうした水面下の問
題を見つけるために、QC(Quality Control)という手法が使
われます。この「QC」が今回の主題です。 
 馬場さんが強調されていたのは2点。「QC7つ道具」と
「PDCAサイクル」についてでした。前者は問題を可視化、
(見える化)するためのツールです※。経験や勘ではなく、動
かぬ根拠をまずつかむことが大切とのことです。 
 後者は ①Plan ②Do ③Check ④Act の頭文字を取ったも
ので、このサイクルを何度も「回す」ことが重要ということ
でした。 
 
PDCAサイクルの図 
  (講演内容をもとに藤田が作成) 
 
 
 具体的に言うと、問題を見つけたなら解決するために、 
①Plan：計画を立てて ②Do：実行する。ここまでは誰で
も分かります。実際にやっている人も多いでしょう。 
しかし、実行したからといって必ず問題が解決するとは限ら
ないので、重要なのが ③Check：見直すことです。例え
ば、計画通り実行したけどテストの結果が目標値に達しな
かった。それに対して「なぜ？」と問いかけることです。
「なぜ」の答えが見つかったら計画を ④Act：修正します。 
 私は資格取得のため、毎日目標を決めて勉強していますが
自分の勉強方法にいまひとつ自信を持てないでいました。 
その原因は「PDCAサイクル」が回せていなかったことにあ
ると、今回のお話を聞いて気がつきました。肝心な③と④が
できていなかったのです。早速、勉強の成果を自分なりに毎
週集計、数値化してみることにしました。今後、自信の持て
る結果が出せるよう続けるつもりです。 
 いかがでしょうか。ライブラリーラウンジで
は、スキルアップにつながる情報がたくさん得
られます。次回も、ぜひご参加ください！ 
＜記：藤⽥ 光騎 (経営学部3年)＞ 
※講演内容の関連資料を図書館1階で紹介しています。QC7つ道具に   
 ついては、そちらの紹介書籍をご参考ください。 
●講師： 時実 象一 氏 
 （東京大学大学院高等客員研究員） 
●日時：2018年6月12日 ●会場：18号館101教室 ●参加：116名
 学生の皆さんは、もちろん私も含め、学位取得のために卒業研究をし
なければなりません。では、研究を行うにあたって守るべき倫理とは何
か？ 今回の講演では、講師の先生より、過去の不正行為について様々な
実例を挙げていただいたうえで、研究倫理について詳しく説明してもら
いました。 
 もしも薬の研究で偽りがあれば、それは患者さんの命に関わります。
では、日常で嘘をつくと何に関わるでしょうか。日常で嘘をつくことに
ついて、皆さんはどう思いますか。講演内容を私なりに要約すると、 
研究倫理の根底は「 嘘をついてはいけない」という非常に
シンプルなものだと思います。今回参加された方にも、 
参加できなかった方にも、広く倫理について考えてもら 
いたいと思った講演でした。 
＜記：⽥中 雄也（薬学部薬学科4年）＞ 
●短冊を用意しています。願い事を書いてみませんか。 
●アドバイザーが選んだ、小さな願い事を叶える本も展示しています。 
ミニ展示「学生選書2018Part1 学生が選んだおすすめ本90冊」 
●5月21日～6月2日、学生自身が図書館で購入する図書を選べる「学生選書2018 Part1」を行いました。 
 今回の選書には32名の学生が参加し、各学部に関連する分野の中から、計90冊が蔵書に加えられました。  
 1階カウンター前で選書コメントとともに 
 紹介しています。 
 ぜひ手に取って、借りてみてください。 
  (コメントはホームページでも確認できます) 
 
 
試験期間・大学夏期休暇中の利用について 
●7月17日～8月7日： 平日は通常より30分早く8時半に開館します。 試験学習に図書館をご活用ください。 
●7月17日～8月7日： シラバス指定図書の貸出を停止します。再試験期間(8月27日～9月15日)も停止します。  
●7月23日～9月13日： 図書(シラバス指定図書除く)は長期貸出扱いとなります。返却日9月28日。 
●8月8日～9月7日： 節電のため5～9階を閉室します。平日は短縮開館(～19:00)となります。 
●８月16～18日：  学内システムメンテナンスの影響により、貸出手続を停止します（返却はできます）。 
 
 
 
 
 
 
 
       
                        年度開館予定QRコード→ 
 
 
■ 平日  9：00～21：00 
■ 土曜  9：00～19：00  
■ 短縮開館期間 9：00～19：00  
■ 日曜/全学休講日 9：00～17：00 
■ 試験期間 8：30～21：00 
■ 休館 
※ 8/11 山の日 9：00～17：00 
  (オープンキャンパス) 
『蜜蜂と遠雷』恩田陸著．幻冬舎．2016.9（913.6//O65//直木) 
今月の紹介者：情報資料管理担当 渡辺 
 世界的にも評価の高い芳ヶ江国際ピアノコンクール。その出場者の1人で、伝説的なピアニストの弟子である、カザ
マ・ジン。彼の師はコンクールの開催者に推薦状をあてていました。 ― カザマ・ジンという劇薬を贈る。彼が「ギフ
ト」となるか「災厄」となるかは、我々次第だ ― 
 カザマを含め4人のピアニストを中心に描かれる物語。彼の演奏、それに対する周囲の評価や影響。彼がどう劇薬な
のか。ギフトとなったか、災厄となったか。 巧みな言葉で表現される音楽の世界は、まるで指揮者が曲の物語を話し
ているかのようで、誰が勝ち進んでいくのかはもちろん、次にどんな演奏を聴かせてくれるのかとワクワクさせてくれ
ます。 
 この小説を書くにあたり、著者の恩田陸さんは、モデルとした浜松国際ピアノコンクールに4回も足を運んだそうです。大舞台に 
出場する実力、才能を持つ彼らにも様々な過去があり、葛藤や不安もあります。ピアノや人との出会いを通した彼らの心情の変化を、
コンクールの結末とともに見届けてください。 
Information 
6月の図書館彙報 
5/21-6/2 学生選書2018 Part1を実施し、32名が参加、計90冊が選書されました。 
6/1  日本薬学図書館協議会(JPLA)平成30年度定期総会、館長・司書および主務者会議に出席しました。 
6/6 第15回ライブラリーラウンジ「問題解決ストーリー」を開催し、72名が参加
しました。 
6/8 私立大学図書館協会東地区部会総会・研究講演会に参加しました。 
6/8 日本医学図書館協会(JMLA)/日本薬学図書館協議会(JPLA)コンソーシアム 
 第1回合同委員会に出席しました。 
6/12 図書館主催研究倫理講演会(著作権を含む)「研究と論文と不正」を開催し、
116名が参加しました。 
6/21 TKCローライブラリー利用講習会を開催し、133名が参加しました。 
6/29 全学FD研修に参加しました。 
■図書館見学（6/14,16,20） 
     高校生合計103名が図書館見学をしました。 
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